








〔要約〕 

肉眼的ならびに microangiographica1にあまり著変をみない症例でも本症の場合には組織

学的に内膜肥厚などを主とするなんらかの病変があることが多いといえよう。 

川崎病の冠状動脈病変はかなり特異的なものといえよう。しかし,文献的に本症とは異る乳

幼児結節性動脈周囲炎,先天性冠状動脈瘤,動脈硬化性冠状動脈瘤など冠状動脈瘤をきたす

疾患を 96 例あげて比較検討したが,組織像からは類似点が多いといえよう。しかし,本症や

乳幼児結節性動脈周囲炎例は1才前後に多く,先天性冠状動脈瘤例は 1～40 才まで分布し,

動脈硬化性動脈瘤は40 才以上に多い。しかし,いずれの疾患でも両冠状動脈起始部に動脈

瘤をきたすことがわかった。このことは川崎病の既往を有する者が将来動脈硬化性冠状動

脈瘤として判断されてしまう可能性もあることも指摘したい。 


